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第8期南風原平和ガイド養成講座修了生

　平成26年度に小学校入学予定のお子さんを対象に、
就学前の健康診断を実施します。対象者には個別に通
知しますので、日時をご確認のうえ受診してください。

【対　　象】平成19年4月2日～平成20年4月1日生まれのお子さん

【場　　所】ちむぐくる館

【受付時間】午後１時～２時

【健診時間】午後１時～３時

※母子手帳をお忘れなくご持参ください。

就学時健康診断日程表

小学校入学前に健康診断を♪

校区名 月 日 校区名 月 日

南風原小　 11月13日（水）

津嘉山小　 10月31日（木）

北丘小  　10月23日（水）

翔南小　  11月 5日（火）

南風原町教育委員会  学校教育課　　889-6181お問い合わせ

次年度の小学校入学予定者に
対し、就学時健診を行います。
次年度の小学校入学予定者に
対し、就学時健診を行います。
次年度の小学校入学予定者に
対し、就学時健診を行います。
次年度の小学校入学予定者に
対し、就学時健診を行います。

　7
月
27
日
か
ら
始
ま
っ
た
、
第

8
期
南
風
原
平
和
ガ
イ
ド
養
成
講

座
が
9
月
7
日
に
修
了
し
、
7
名

の
新
た
な
ガ
イ
ド
さ
ん
が
誕
生
し

ま
し
た
。
今
後
、
講
座
修
了
者
の

皆
さ
ん
は
、
2
0
0
7（
平
成
19
）

年
6
月
か
ら
一
般
公
開
し
て
い
る

黄
金
森
の
沖
縄
陸
軍
病
院
南
風
原

壕
群
20
号
を
見
学
さ
れ
る
方
々
の

ガ
イ
ド
や
、
黄
金
森
と
そ
の
周
辺

に
残
る
戦
跡
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い

き
ま
す
。

　2
0
0
7
年
か
ら
始
ま
っ
た
本

講
座
は
、
今
回
を
含
め

て
1
1
7
名
が
修
了

し
、
現
在
74
名
が
南
風

原
平
和
ガ
イ
ド
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
特

に
20
号
壕
の
ガ
イ
ド
で

は
、
県
内
外
か
ら
平
和

学
習
で
訪
れ
る
多
く
の

見
学
者
か
ら
、
丁
寧
な

ガ
イ
ド
を
し
て
も
ら
っ

た
と
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　今
回
の
修
了
者
は
、

17
歳
の
高
校
生
か
ら
63

歳
ま
で
の
7
名
で
す

が
、
現
在
活
動
さ
れ
て

い
る
ガ
イ
ド
さ
ん
の
中

に
は
戦
争
体
験
者
も
お
り
、
子
や

孫
の
世
代
が
と
も
に
沖
縄
陸
軍
病

院
と
い
う
戦
争
遺
跡
を
通
し
て
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
・
命
の
尊

さ
を
後
世
へ
語
り
継
い
で
い
こ
う

と
い
う
共
通
の
思
い
を
持
っ
て
ガ

イ
ド
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　第
19
期
の
南
風
原
町
子
ど
も
平
和

学
習
交
流
事
業
は
、
小
学
校
６
年
生

12
名
で
６
月
か
ら
の
８
回
に
わ
た
る

事
前
学
習
、
８
月
８
〜
11
日
の
本
研

修
（
京
都
・
大
阪
・
広
島
）、
そ
し
て

報
告
会
を
無
事
終
え
ま
し
た
。

　今
年
の
参
加
者
は
、
女
子
10
名
、

男
子
２
名
。
男
女
団
結
し
て
楽
し
く

学
習
を
重
ね
、
８
月
23
日
の
報
告
会

の
発
表
も
堂
々
と
し
て
い
ま
し
た
。

【
参
加
児
童
】

　南
風
原
小

　金
城

　帆
南

　
　
　
　
　
　祖
納
元
朱
里

　
　
　
　
　
　比
嘉

　聡
太

　津
嘉
山
小

　儀
保

　綾
音

　
　
　
　
　
　城
間

　藍

　
　
　
　
　
　仲
村
渠
唯
斗

　北
丘
小

　
　大
城
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　上
間
か
れ
ん

　
　
　
　
　
　又
吉
光
花
理

　翔
南
小

　
　古
波
蔵
夏
綸

　
　
　
　
　
　藤
原

　望
愛

　
　
　
　
　
　大
城

　舞
佳

【
引
率
教
師
】

　島
袋

　健
（
北
丘
小
）

　事
前
学
習
で
は
、
南
風
原
町
の
戦

争
や
、
沖
縄
戦
に
至
る
ま
で
の
日
本

や
ア
ジ
ア
の
動
き
を
学
習
し
ま
し

た
。
６
月
23
日
に
は
、
黄
金
森
で
「
飯

あ
げ
体
験
」
を
し
ま
し
た
。
ひ
め
ゆ

り
学
徒
が
喜
屋
武
の
炊
事
場
か
ら
、

各
壕
へ
食
事
を
運
ん
だ
道
で
す
。
当

時
の
証
言
の
と
お
り
、
炊
い
た
ご
飯

を
樽
に
詰
め
て
砲
弾
の
中
命
か
ら
が

ら
運
ん
だ
様
子
を
体
験
で
き
ま
し
た
。

　別
の
日
に
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
の

こ
と
を
平
和

ガ
イ
ド
の
宮

川
光
世
さ
ん

に
案
内
し
て

い
た
だ
き
、

現
在
の
様
子

を
教
え
て
も

ら
い
ま
し

た
。そ
の
後
、

屋
我
地
島
の

愛
楽
園
で
宿

泊
し
、
金
城

雅
春
さ
ん
か

ら
ご
自
身
の

体
験
を
伺
い

ま
し
た
。
雅

春
さ
ん
は
、

自
治
会
長
と

し
て
の
大
切
な
役
割
を
一
生
懸
命
勤

め
ら
れ
、
最
近
は
交
流
会
館
づ
く
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
と

い
う
病
気
と
の
闘
い
、
偏
見
や
差
別

と
の
闘
い
、
そ
の
中
で
も
感
じ
る
人

び
と
の
愛
情
や
支
え
が
た
く
ま
し
く

生
き
て
い
く
力
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。　南

部
戦
跡
め
ぐ
り
で
は
、
韓
国
人

慰
霊
の
塔
、
赤
心
の
塔
、
轟
壕
を
回

り
ま
し
た
。
轟
壕
は
糸
満
市
伊
敷
に

あ
る
大
き
な
自
然
壕
で
、
沖
縄
戦
当

時
、
沖
縄
県
出
身
の
捕
虜
を
使
っ
て

米
軍
が
降
参
の
呼
び
か
け
を
し
、
約

6
0
0
人
の
住
民
が
助
け
ら
れ
た
こ

と
で
有
名
な
壕
で
す
。
今
で
も
静
か

で
大
き
な
暗
い
ガ
マ
が
沖
縄
戦
を
記

憶
し
、
私
た
ち
に
大
切
な
こ
と
を
語

り
か
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　本
研
修
で
は
、
京
都
で
立
命
館
大

学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学

し
、
沖
縄
戦
以
外
の
日
本
の
戦
争
の

動
き
や
、
当
時

の
一
般
の
人
た

ち
の
取
組
み
に

触
れ
ま
し
た
。

大
阪
で
は
ピ
ー

ス
お
お
さ
か
と

リ
バ
テ
ィ
お
お

さ
か
を
訪
ね
、

め
っ
た
に
展
示

さ
れ
て
い
な
い

戦
争
の
加
害
の

歴
史
や
人
権
問

題
に
関
す
る
展

示
で
学
習
を
深

め
、
多
角
的
に

平
和
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し

た
。　８

月
６
日
に
広
島
原
爆
慰
霊
祭
を

終
え
た
ば
か
り
の
平
和
記
念
公
園

は
、
世
界
中
の
人
た
ち
の
思
い
の
集

ま
っ
た
場
所
で
も
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
記
念
碑
や
慰
霊
碑
を
め
ぐ
っ
た

見
て
聞
い
て
考
え
た
こ
と

見
て
聞
い
て
考
え
た
こ
と

第
19
回
南
風
原
町
子
ど
も
平
和
学
習
交
流
事
業
報
告

第
19
回
南
風
原
町
子
ど
も
平
和
学
習
交
流
事
業
報
告

り
、
平
和
記
念
資
料
館
の
展
示
を
通

し
て
、
原
爆
の
被
害
を
は
じ
め
核
兵

器
や
核
保
有
国
の
現
状
、
放
射
能
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
夏
休
み
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
見

学
者
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
か
ら
広
島
原
爆
と
現
在

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
は
、
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
同
士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
、
事
後
学
習
を
通
し
て
学
習
を
深

め
る
こ
と
、
ま
た
Ｏ
Ｂ
会
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

原爆の子の像の前で（広島平和記念公園）右端はガイドの三登浩成さん

愛楽園で金城さんのお話を聞く 立命館大学国際平和ミュージアムにて（京都）

見たこと聞いたこと考えたことの発表

32

お問い合わせ　総務課　庶務班　℡889-4415

　南風原町デジタル防災行政無線の放送テストを毎月
下記のとおり実施します。放送テスト時には、町内全
ての屋外子局より音声放送が流れます。
○放送日時 : 毎月の最終営業日　17時～
　【放送予定日】 10 月の場合………31日 ( 木 )

11 月の場合………29日 ( 金 )
12 月の場合………27日 ( 金 )

南風原町デジタル防災行政無線の
放送テストを実施します !
南風原町デジタル防災行政無線の
放送テストを実施します !

●目 的
　制定の目的は、過去の戦争で多くの町民の尊い命が失われたことや米軍占領下時代から現在ま
での歴史を教訓とし、二度と戦争を起こさないために日本国憲法と「南風原町非核地域に関する宣
言決議」の理念の下に、全ての人が等しく平和で豊かな生活が送れるまちづくりを進めるためで
す。町民平和の日を中心に平和の尊さを広めるための事業を行います。
 
●10月 12日
　終戦後の昭和 21年（1946 年）１月 23日南風原村役所（当時は役所としていた）が大見武収容所
（現与那原町）に設置されました。その後昭和 21年 10 月 12 日、地元（現南風原小学校）で役所業務
が開始されました。
　その時期は、本土疎開者や九州へ疎開した
児童の引き揚げ、再会の喜び等、焼土と化し
た沖縄・南風原の地で新しい時代を切り開
いていく機運が高まっていました。そのこと
から戦争の悲惨さ、命の尊さ、平和の大切さ
を伝え発信するための日として「10月 12日」
を「南風原町民平和の日」としました。

●目 的
　制定の目的は、過去の戦争で多くの町民の尊い命が失われたことや米軍占領下時代から現在ま
での歴史を教訓とし、二度と戦争を起こさないために日本国憲法と「南風原町非核地域に関する宣
言決議」の理念の下に、全ての人が等しく平和で豊かな生活が送れるまちづくりを進めるためで
す。町民平和の日を中心に平和の尊さを広めるための事業を行います。
 
●10月 12日
　終戦後の昭和 21年（1946 年）１月 23日南風原村役所（当時は役所としていた）が大見武収容所
（現与那原町）に設置されました。その後昭和 21年 10 月 12 日、地元（現南風原小学校）で役所業務
が開始されました。
　その時期は、本土疎開者や九州へ疎開した
児童の引き揚げ、再会の喜び等、焼土と化し
た沖縄・南風原の地で新しい時代を切り開
いていく機運が高まっていました。そのこと
から戦争の悲惨さ、命の尊さ、平和の大切さ
を伝え発信するための日として「10月 12日」
を「南風原町民平和の日」としました。

10月12日は「町民平和の日」10月12日は「町民平和の日」
南風原町は平成 25年３月議会定例会で「南風原町民平和の日を定める条例」を制定

し「10月 12日」を「南風原町民平和の日」と定めました。

がん検診受診券保　険　証

＊特定健診を人間ドックに切り替えて受診する場合には、健康保険（国保・社保）の種類や年
　齢などによって、個人負担額が異なります。まずは、お気軽にご相談下さい。

特定健診を受診しましょう！
特定健診を人間ドックに切り替えて受診することが出来ます。
受診する際に必要なもの

特定健診受診券

【場　所】南風原文化センター
　　　　（☎889-7399）9～18時　水曜日休館
【後　援】琉球絣と南風原花織保存会
【期　間】10月5日(土)～20日(日)
【講演会】10月6日(日) 「紅型のはなし」
　　　　15時̃16時30分   講師:伊差川 洋子
　　　　　（紅型作家・古琉球紅型浦添型研究所代表）

回回

南風原文化センター企画展南風原文化センター企画展南風原文化センター企画展

平
和
ガ
イ
ド
誕
生

平
和
ガ
イ
ド
誕
生

平
和
ガ
イ
ド
誕
生
!!!

明治・大正・昭和の藍型・カタチキ展明治・大正・昭和の藍型・カタチキ展
～當銘正幸コレクションと文化センター収蔵品から～


